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１９９５年阪神淡路大震災・２０１６年熊本地震で明らかになったこと

２つの大きな地震の共通点

１９９５年兵庫県南部地震（阪神淡路大震災）

は１月１７日午前５時４６分大地震（マグニ

チュード７．３）が発生しました。死者６，４３

４人を出しました。大都市の直下で活断層が活動

して起きた地震でした。ライフラインの断絶、広

域火災、地盤の液状化などまさに都市の複合的な

災害になりました。死者の８割以上が、木造住宅

などの倒壊による圧死や窒息死でした。１９８１

年６月１日以前の旧耐震基準で建てられた、いわ

ゆる「既存不適格」の建物に被害が集中しました。

２０１４年政府の地震調査委員会が示した首

都直下地震の確立は「今後３０年で７０％」と

いわれています。すでに６年が経過しているこ

とになります。ぜひ、１９８１年６月１日以前

の旧耐震で建てられた建物の耐震化の検討、ご

家庭の３日分の備蓄と、さらに地域の避難所な

どの確認と防災ラジオの準備などお願いいたし

ます。区は耐震改修助成（今年度終了）や防災

用品のあっせん、ひとりぐらし・高齢者世帯の

家具転倒器具の取り付けの費用負担などを行っ

ております。

※助成などについては区へお問い合わせを。

一方、２０１６年４月１４日２１時２６分、熊本

県熊本地方を震源とするマグニチュード６．５

（益城町震度７）、その２８時間後４月１６日１

時２５分にマグニチュード７．３（益城町震度

７）と立て続けに発生しました。熊本地震一連の

地震による人的被害は、死者数２５５人（消防庁

２０１８年公表）にのぼったが、このうち地震直

接死は５０人で、２００人が関連死になっていま

す。直接死の４倍もの関連死については避難所の

あり方や被災者支援のあり方に大きな課題を投げ

かけています。

この２つの地震における激震地域での倒壊率を

比較した隈本教授（名古屋大学）は悉皆調査にて

耐震化率１６％であった阪神淡路大震災において

旧耐震の倒壊率は４０％弱であること。また朝日

新聞調査で耐震化率４９％まで引きあがった熊本

地震でも旧耐震の建物倒壊率は４０％であること

から。大事なことは“やはり新耐震である”こと、

また旧耐震でも“耐震補強を行うこと”。として

います。（新耐震基準での倒壊は１０％程度）

ぜひ、この年末年始に、家具倒壊の点検や補強、

防災備蓄の点検や確保、避難所へ持っていくもの

のチェックリストなどの確認を。



※区ホームページ抜粋。地図などは区ホームページまで

年末年始・具合が悪くなったら？
●年末年始具合が悪くなってしまった場合

１・何でも相談 ■１月日程 場所・芋川ゆうき（星見てい子）事務所

※なんでも相談（直接お越しください） 住所：原町２－２２－１２

１月１９・２６（火）午後７時～ ●１月５日（火）はありません

※無料法律相談 対面相談のみ １月１２日 午後７時～

２・区議団無料法律相談 場所：目黒区役所５階共産党控室

※1月２１日 （木） 午後２時～ 要TEL：090-4206-2048

●新型コロナウイルスが疑われる場合

※上記東京都発熱相談センターは無休ですが、
目黒区のコロナ受診相談窓口は年末年始はお休みになってしまいます。


